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は
じ
め
に

　　

広
州
と
深
い
か
か
わ
り
を
持
つ
作
家
の
な
か
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
嶺

南
大
学
（
現
・
中
山
大
学
）
に
留
学
し
、
そ
の
時
か
ら
詩
人
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
草
野
心
平（

1
（

、
日
中
戦
争
中
従
軍
作
家
と
し
て
「
南
支

那
派
遣
軍
」
に
つ
い
て
い
ち
早
く
広
州
入
城
を
果
た
し
た
火
野
葦
平
が
最

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
葦
平
は
入
城
後
、
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て
活
動

し
、雑
誌「
へ
い
た
い
」の
編
集
長
を
つ
と
め
、兵
隊
三
部
作（『
麥
と
兵
隊
』

『
土
と
兵
隊
』『
花
と
兵
隊
』）
に
続
く
「
海
と
兵
隊
」
を
『
東
京
日
日
新
聞
』

と
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
連
載
し
、さ
ら
に
改
題
し
て
『
広
東
進
軍
抄
』（
新

潮
社
、
一
九
三
九
年
）
を
発
刊
し
た
。
ま
た
近
年
、
事
実
に
基
づ
き
記
し

た
葦
平
の
「
広
東
作
戦
『
従
軍
手
帳
』」
が
増
田
周
子
に
よ
っ
て
翻
刻
さ

れ
た
こ
と（

2
（

で
、
葦
平
の
広
州
と
の
か
か
わ
り
が
よ
り
一
層
広
く
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

駐
在
す
る
男
性
作
家
の
火
野
葦
平
と
異
な
り
、
短
期
間
の
滞
在
中
女
性

の
目
線
で
広
州
を
見
つ
め
、
占
領
下
（
一
九
三
八

−

一
九
四
五
）
の
広
州

を
記
録
し
た
女
性
作
家
と
し
て
真
杉
静
枝
（
一
九
〇
〇

−

一
九
五
五
）
が

い
た
。
真
杉
は
、
中
日
全
面
戦
争
が
勃
発
し
た
後
、『
輝
ク
』
の
同
人
で

あ
る
長
谷
川
時
雨
、
平
林
た
い
子
な
ど
と
共
に
、
積
極
的
に
日
本
政
府
の

呼
び
か
け
に
応
じ
て
文
化
宣
撫
を
し
て
戦
争
に
協
力
的
な
活
動
を
し
て
い

た（
3
（

。
一
九
四
〇
年
、
陸
軍
省
報
道
部
の
「
南
支
那
派
遣
軍
慰
問
団
」
に
仲

間
入
り
し
て
、
久
米
正
雄
、
中
野
実
、
文
芸
春
秋
社
編
集
吉
川
晋
（
吉
川

英
治
の
弟
）
と
共
に
一
二
月
二
五
日
に
広
東
に
着
き（

4
（

、
宣
撫
工
作
に
参
与

し
、
現
地
の
日
本
人
軍
民
、
中
国
人
と
接
触
し
た
。
そ
の
一
〇
日
間
ほ
ど

の
滞
在
中
、
真
杉
が
見
聞
き
し
、
感
じ
た
こ
と
を
記
し
た
文
章
は
、
の
ち

『
南
方
紀
行
』（
昭
和
書
房
、
一
九
四
一
年
）
の
「
広
東
春
日
記
」
部
（
紀

真
杉
静
枝
の
広
州
訪
問
と
そ
の
叙
述
の
表
裏
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行
文「
広
東
春
日
記
」と
区
別
す
る
た
め
、以
下『
広
東
春
日
記
』で
記
す
」）

に
収
録
さ
れ
た
。
広
東
と
は
い
え
、
真
杉
が
実
際
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の

は
広
州
及
び
と
な
り
の
佛
山
の
み
で
あ
る
。『
広
東
春
日
記
』は「
烏
秋
」「
広

東
春
日
記
」「
二
つ
の
都
」「
広
東
手
記
」「
国
際
結
婚
」「
佛
山
へ
行
く
道
」「
私

の
慰
問
文
」「
船
室
に
て
」
を
収
録
す
る
。
う
ち
、「
烏
秋
」
だ
け
は
小
説

で
、
そ
の
他
は
紀
行
文
か
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
の
類
で
あ
る
。

　

台
湾
経
験
を
描
く
作
家
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
る
た
め
か
、
従
来
の
研

究
で
は
、
そ
の
広
州
訪
問
に
ま
つ
わ
る
上
記
の
『
広
東
春
日
記
』
は
あ
ま

り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。「
烏
秋
」に
焦
点
を
当
て
た
論
考
は
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
を
「
台
湾
物
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
確
か
に
、「
烏
秋
」
は
台
湾

を
舞
台
と
す
る
も
の
で
あ
る
上
、
真
杉
自
身
が
台
湾
と
深
い
ゆ
か
り
を
持

つ
た
め
「
台
湾
物
」
と
し
て
読
ま
れ
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、『
南

方
紀
行
』
の
「
台
湾
の
土
地
」
部
で
は
な
く
「
広
東
春
日
記
」
部
に
収
録

さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
一
番
前
に
配
置
さ
れ
て
い
る
以
上
に
は
、「
烏
秋
」

は
「
広
州
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
読
む
可
能
性
が
秘
め
て
い
る
。
本

論
は
、『
広
東
春
日
記
』
を
手
掛
か
り
に
、
真
杉
静
枝
に
と
っ
て
広
州
訪

問
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
を
確
か
め
、「
広
州
」
と
い
う
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
「
烏
秋
」
を
読
み
解
く
可
能
性
を
模
索
し
て
み
る
。

一
、
日
本
の
広
州
進
出
史
に
お
け
る
真
杉
静
枝
の
広
州
訪
問

　

広
州
は
「
中
国
の
南
の
出
口
」
と
言
わ
れ
る
。
自
然
的
好
条
件
に
恵
ま

れ
、
物
産
が
豊
富
で
、
交
通
も
至
便
で
、
古
く
か
ら
商
業
が
発
達
し
、
商

港
の
数
も
多
い
。
秦
の
時
代
か
ら
華
南
地
区
の
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
文

化
の
中
心
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
な
が
ら
、
対
外
貿
易
の
重
要
な
商
港
と

し
て
大
き
な
役
目
を
果
た
し
て
き
た
。
特
に
清
中
国
が
鎖
国
政
策
を
実
施

し
て
以
降
、
広
州
は
唯
一
の
通
商
港
と
な
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、

オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
国
と
貿
易
し
、
対
外
貿
易
で
繁
盛
を
極
め

て
い
た（

5
（

。
ア
ヘ
ン
戦
争
後
、
対
外
貿
易
上
の
条
件
は
香
港
に
比
べ
て
遜
色

が
あ
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
中
国
南
部
の
最
大
商
港
と
し
て
地
位
を
失
う

こ
と
な
く
、「
商
業
都
市
」「
消
費
都
市
」
と
し
て
名
高
か
っ
た（

6
（

 

。

　

西
洋
各
国
に
比
べ
、
長
き
に
わ
た
り
鎖
国
政
策
を
実
施
し
て
い
た
日

本
は
広
州
へ
の
進
出
が
や
や
遅
れ
た
。
一
八
八
八
年
に
在
広
東
領
事
館

が
設
立
さ
れ
た
が
、
領
事
館
へ
登
録
に
来
た
日
本
人
は
わ
ず
か
三
人
で
、

一
八
九
〇
年
に
登
録
者
は
増
え
た
が
、
一
二
人
と
、
そ
れ
で
も
多
く
な

か
っ
た
。
一
九
〇
七
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
初
期
ま
で
、
在
広
州
日
本

人
が
二
〇
〇
人
台
で
横
這
い
し
、
一
九
三
〇
年
に
は
五
〇
〇
人
を
超
え
た

が（
7
（

、
主
に
大
手
商
社
、
銀
行
、
海
運
業
会
社
、
小
売
業
に
集
中
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
目
当
て
の
人
が
多
か
っ
た
と
い
う（

8
（

。
日
中
全
面
戦
争
が
始
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ま
っ
た
後
の
一
九
三
七
年
一
二
月
、
台
湾
総
督
府
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
在

留
邦
人
數
は
内
地
人
四
百
十
六
、
臺
灣
人
百
七
十
四
、
合
計
五
百
九
十
人

で
あ
つ
た（

9
（

」
と
い
う
。
そ
し
て
、
上
海
、
武
漢
な
ど
に
次
ぎ
、
日
本
軍
に

入
城
・
占
領
さ
れ
た
一
九
三
八
年
末
、
時
局
の
た
め
一
時
入
港
を
禁
止
さ

れ
た
日
本
庶
民
が
自
由
に
広
州
に
渡
る
こ
と
を
許
可
さ
れ
た
の
に
し
た
が

い
、
日
本
人
が
ま
た
増
加
し
始
め
、
日
本
内
地
人
、
朝
鮮
籍
、
台
湾
籍
を

含
め
た
居
留
民
が
一
〇
〇
〇
人
を
超
え
た
。日
本
内
地
人
だ
け
を
見
る
と
、

一
九
三
九
年
に
四
〇
〇
〇
人
に
増
え
、
一
九
四
〇
年
一
月
に
約
六
〇
〇
〇

人
に
上
り
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
頃
最
盛
期
を
迎
え
、
九
〇
九
四
人
に
達

し（
（1
（

、
一
万
台
に
迫
っ
た
。
ま
た
、
占
領
し
た
後
、
日
本
は
、
広
州
を
「
政

治
的
に
は
重
要
な
地
位（

（（
（

」
と
し
て
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
一
環
に
組
み
、

政
治
的
協
力
体
制
を
確
立
す
る
傍
ら
、
文
化
面
に
お
い
て
も
協
力
体
制
を

確
立
し
よ
う
と
、「
南
支
日
報
本
社
」「
香
港
日
報
支
局
」「
毎
日
新
聞
社

支
局
」「
朝
日
新
聞
社
支
局
」「
読
売
新
聞
社
支
局
」
な
ど
の
日
本
新
聞
社（

（1
（

 

を
設
置
し
、『
新
亜
』『
南
星
』『
婦
女
世
界
』『
児
童
楽
園
』
や
協
栄
会
印

書
館
を
有
す
る
共
栄
会
を
設
立
し
た
。
文
化
界
に
属
す
る
作
家
、
画
家
、

音
楽
家
も
広
州
に
姿
を
現
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
で
占
領
下
の
広
州
を
描

く
「
広
州
物
」
を
作
り
だ
し
た
。
う
ち
、
漫
画
家
村
山
し
げ
る
の
『
広
東

瑣
談
』（
輝
文
館
、
一
九
四
一
年
）、
久
保
健
二
の
『
広
東
珠
江
』（
東
亜

書
林
、
一
九
四
二
年
）
の
よ
う
な
風
物
記
や
案
内
書
は
少
な
く
な
い
が
、

文
学
者
の
筆
で
書
い
た
も
の
は
少
な
い
。前
述
し
た
葦
平
の
も
の
以
外
に
、

真
杉
静
枝
の
『
南
方
紀
行
』
も
そ
れ
に
あ
た
る
資
料
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
女
性
作
家
の
視
点
か
ら
日
本
占
領
下
の
広
州
を
見
る
と
い
う
意
味
で

も
真
杉
静
枝
の
『
南
方
紀
行
』
を
取
り
上
げ
る
価
値
が
あ
る
。

二
、
真
杉
が
叙
述
し
た
広
州
中
国
人
：
同
時
期
の
叙
述
と
比
較
し
て

　
『
広
東
春
日
記
』
に
よ
れ
ば
一
〇
日
間
に
わ
た
る
訪
問
の
日
程
に
つ
い

て
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
月
一
日
に
来
賓
と
し
て
日
本

軍
司
令
部
が
中
山
記
念
堂
広
場
に
行
わ
れ
た
皇
居
遥
拝
式
と
「
広
東
省
児

童
軍
検
閲
礼
儀
式
」
に
列
席
し
、
一
月
二
日
に
吉
川
晋
と
と
も
に
佛
山
駐

在
の
部
隊
を
訪
問
し
、
一
月
三
日
に
広
州
よ
り
台
湾
へ
引
き
返
す
。
ま
た

『
新
亜
』
の
報
道
に
よ
れ
ば
二
六
日
午
後
、「
日
本
文
芸
視
察
団
座
談
会
」

に
も
出
席
し
た
。
日
本
側
の
出
席
者
は
視
察
団
の
四
人
以
外
に
、
広
東
共

栄
会
主
事
井
上
正
男
、
大
阪
每
日
新
聞
広
東
支
局
局
長
三
原
信
一
で
、
中

国
側
は
広
東
教
育
庁
長
林
汝
珩
、
広
州
市
教
育
局
長
何
惺
常
、
広
東
大
学

教
授
数
名
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
に
汪
兆
銘
政
権
が
日
本
と
「
日
華
基
本

条
約
」
を
調
印
し
た
こ
と
に
合
わ
せ
て
、
座
談
会
が
同
条
約
の
第
一
、二

条
の
文
化
融
合
と
発
展
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
議
論
し
た
と
い
う（

（1
（

。
真
杉

は
そ
の
座
談
会
の
こ
と
を
「
も
ち
ろ
ん
情
熱
を
も
つ
て
語
り
合
は
れ
た
」
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（
五
一
頁
）
と
書
い
た
も
の
の
、
発
言
が
少
な
く
、
自
分
の
作
品
を
広
東

方
面
に
訳
し
て
も
ら
っ
て
い
い
と
の
意
向
を
示
し
た
だ
け
で
あ
る
。
座
談

会
の
議
題
に
関
し
て
さ
ほ
ど
の
考
え
が
な
い
と
う
か
が
え
る
。
上
述
の
活

動
の
ほ
か
、
軍
部
や
報
道
部
の
関
係
者
と
面
会
し
、
各
種
の
文
化
施
設
や
、

中
山
記
念
堂
、
六
榕
寺
、
沙
面
、
広
東
大
学
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
見

物
し
、
町
を
歩
き
回
っ
た
。

　
「
澤
山
な
、
切
な
い
ほ
ど
な
感

あ
ふ
れ
る
廣
東
滞
在
で
あ
つ
た（

（1
（

」
と

真
杉
が
「
広
東
春
日
記
」
で
書
い
た
よ
う
に
、
広
州
が
彼
女
に
与
え
た
感

慨
と
感
動
は
、
並
た
い
て
い
で
は
な
か
っ
た
。
真
杉
文
学
は
同
じ
内
容
が

繰
り
返
し
て
書
か
れ
る
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
文
学
評
論
家
の
指
摘

の
的
に
な
っ
て
い
る
が
、
繰
り
返
し
て
書
い
た
部
分
こ
そ
が
感
慨
・
感

動
の
多
い
と
こ
ろ
だ
と
読
者
に
伝
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
文
中
、
真
杉

は
幾
度
と
な
く
「
荒
涼
」
で
広
州
の
街
並
み
を
形
容
し
て
い
る
。「
戰
い

に
敗
け
た
荒
涼
と
し
た
眺
め
」「
累
々
た
る
廢
墟
の
つ
ら
な
り
」
と
い
っ

た
荒
涼
ぶ
り
を
記
し
た
真
杉
の
言
葉
は
当
時
の
広
州
の
実
情
で
あ
る
。

一
九
三
八
年
五
月
か
ら
日
本
軍
は
、
続
々
と
広
州
を
空
襲
、
市
街
に
爆
弾

を
二
六
三
〇
枚
投
じ
、
死
者
を
一
四
五
三
人
、
け
が
人
を
二
九
二
六
人
出

し
、
家
屋
を
二
〇
〇
四
軒
毀
損
し
た
と
い
う
。
空
襲
に
見
舞
わ
れ
た
文
化

人
夏
衍
が
「
広
州
は
空
襲
中
」
で
「
こ
の
世
は
何
世
だ
？
」
と
怒
り
を
ぶ

つ
け
、作
家
巴
金
が
一
九
九
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
巴
金
訳
文
全
集
』（
第

一
巻
）
の
跋
で
広
州
で
「
百
回
も
空
襲
を
受
け
た
」
こ
と
を
振
り
返
る
ほ

ど
で
あ
っ
た（

（1
（

。
荒
涼
た
る
地
に
暮
ら
し
て
い
る
広
州
市
民
に
つ
い
て
、
真

杉
は
こ
の
よ
う
に
感
じ
た
。

　

人
口
は
ま
る
で
、
こ
の
町
に
あ
ふ
れ
き
つ
て
ゐ
て
、
や
り
ば
が
な

い
と
い
つ
た
感
じ
に
、
人
が
う
ご
め
い
て
ゐ
る
。

　

氣
ほ
ひ
た
つ
た
う
ご
め
き
と
い
ふ
の
で
は
な
く
、
力
が
、
な
に
か

地
の
底
に
ひ
そ
ま
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
や
う
な
、
ゆ
る
い
、
や
り
場

の
は
つ
き
り
し
な
い
う
ご
め
き
が
、
こ
の
町
の
民
衆
の
上
に
感
じ
ら

れ
る
。

　

敗
戰
の
刹
那
の
衝
撃
か
ら
、
こ
の
人
々
は
ま
だ
は
つ
き
り
と
魂
の

蘇
生
を
呼
び
も
ど
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
も
あ
る
や
う
な
、
し
か

し
、
町
々
を
か
た
め
た
日
本
軍
の
歩
哨
の
前
を
と
ほ
る
時
の
脱
帽
を

す
る
姿
の
う
ち
に
は
、
な
に
か
現
實
を
は
つ
き
り
と
安
堵
を
も
つ
て

納
得
し
た
や
う
な
、
そ
ん
な
楚
々
と
し
た
ゆ
ら
ぎ
も
、
こ
ち
ら
の
主

観
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
感
じ
ら
れ
る
。（
六
一
頁
）

　

日
本
の
支
配
下
で
恥
を
忍
ん
で
生
活
す
る
市
民
の
精
神
状
態
を
鋭
敏
に

感
じ
取
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
広
州
市
の
中
を
徘
徊
し
て
い
る
約

五
万
人
の
乞
食
に
つ
い
て
、
真
杉
は
「
広
東
春
日
記
」
で
細
か
く
描
い
た
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ほ
か
、「
広
東
手
記
」
に
も
文
字
を
連
ね
た
。「
広
東
春
日
記
」
で
は
、

企
業
面
の
、
ま
だ
は
つ
き
り
と
は
整
は
な
い
町
の
中
に
、
實
に
お

び
た
だ
し
い
乞
食
の
群
が
ゐ
る
。
あ
る
町
で
は
、
停
仔
脚
の
下
に
、

乞
食
の
姿
が
あ
ふ
れ
て
ゐ
る
や
う
な
印
象
を
う
け
た
。

珠
江
の
ゆ
つ
た
り
と
し
た
濁
水
の
流
れ
に
面
し
た
十
五
層
樓
「
愛

群
ホ
テ
ル
」
の
前
あ
た
り
は
、
乞
食
の
聲
と
、
珠
江
を
渡
航
し
て
、

香
港
方
面
へ
で
よ
う
と
す
る
民
衆
の
、寄
せ
集
つ
た
さ
わ
め
き
と
で
、

耳
が
ふ
さ
が
る
ほ
ど
の
や
か
ま
し
さ
で
あ
る
。

乞
食
達
は
、
て
ん
で
に
穴
の
あ
い
た
鍋
と
か
、
割
れ
た
茶
碗
な
ど

を
、
通
行
人
に
突
き
出
し
て
哀
れ
み
を
せ
が
み
か
か
る
。
や
ら
ず
に

は
ゐ
ら
れ
な
い
感
傷
が
旅
行
者
の
心
に
押
し
迫
る
。
何
氣
な
く
一
枚

の
軍
票
を
そ
の
割
れ
鍋
の
中
に
入
れ
よ
う
も
の
な
ら
、
た
ち
ま
ち
他

の
貰
は
な
か
つ
た
割
れ
鍋
の
手
で
、
そ
の
旅
行
者
は
、
押
し
倒
さ
れ

る
ほ
ど
襲
は
れ
る
。

不
潔
き
は
ま
り
な
い
、
彼
等
の
姿
！
割
れ
茶
碗
に
、
何
處
か
で
も

ら
つ
た
殘
飯
を
入
れ
て
、
往
來
の
ほ
こ
り
ま
み
れ
の
土
に
そ
れ
を
置

き
、
哀
れ
な
里
芋
み
た
い
に
よ
ご
れ
た
痩
せ
た
母
親
や
、
幾
人
も
の

子
供
が
、そ
の
殘
飯
を
手
で
む
さ
ぼ
り
た
べ
て
ゐ
る
。
空
の
輝
き
も
、

そ
の
ま
は
り
の
、
怒
濤
の
よ
う
な
め
ま
ぐ
る
し
い
人
通
り
も
、
そ
の

母
子
の
眼
に
は
入
ら
な
い
。
お
腹
の
空
い
た
悲
痛
な
顔
で
あ
つ
た
。

（
四
五

−

四
六
頁
）

　

真
杉
の
精
緻
な
描
写
が
読
者
に
訴
え
る
も
の
が
あ
る
。
内
地
で
衣
食
に

憂
い
な
く
生
活
し
て
き
た
者
と
し
て
、
凄
ま
じ
い
乞
食
の
群
れ
に
愕
然
と

し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
子
ど
も
も
真
杉
が
度
を
重
ね
て
書
い
た
対

象
で
あ
る
。
元
旦
の
朝
、
真
杉
は
中
山
記
念
堂
の
広
場
で
行
わ
れ
た
軍
司

令
部
の
皇
居
遙
拝
式
に
参
加
し
、
そ
れ
が
終
わ
っ
た
後
の
「
広
東
省
童
軍

検
閲
礼
儀
式
」
も
参
観
し
た
。
そ
の
場
面
に
つ
い
て
「
二
つ
の
都
」
と
「
広

東
手
記
」
で
叙
述
さ
れ
て
い
る
。「
こ
の
子
供
達
は
、
つ
い
二
年
前
、
眼

の
あ
た
り
に
敗
戰
の
苦
辛
を
見
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
敗
殘
兵
の
暴
虐
に
あ

つ
て
、
發
狂
し
た
母
親
も
す
く
な
く
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ

ほ
ど
の
大
悲
劇
に
打
ち
叩
か
れ
た
ば
か
り
の
子
供
心
を
思
ひ
や
つ
て
、
私

は
、
痛
々
し
い
思
ひ
に
か
ら
れ
る
の
で
あ
つ
た
。」（
八
九

−

九
〇
頁
）
ま

た
子
ど
も
達
が
「
氣
力
の
薄
い
、低
い
歌
聲
で
」
歌
っ
た
国
歌
を
聞
く
と
、

「
私
達
は
「
君
が
代
」
を
唱
ふ
時
の
、
あ
の
張
り
き
つ
た
感
動
に
慣
れ
て

ゐ
る
心
で
、
瞬
間
、
こ
の
氣
力
の
ス
ポ
イ
ル
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
な
、
合
唱

の
中
に
、
異
様
な
も
の
、
哀
れ
な
も
の
、
こ
も
〴
〵
の
も
の
を
感
じ
と
る

の
で
あ
つ
た
。」
童
軍
歌
の
合
唱
と
な
る
と
、
子
ど
も
達
が
、「
な
ほ
さ
ら
、

氣
力
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
」、「
ど
の
顔
も
、
ま
る
き
り
元
気
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の
い
ゝ
血
色
と
い
ふ
も
の
を
と
り
落
と
し
て
ゐ
る
」（
九
〇

−

九
一
頁
）。

真
杉
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
痛
々
し
い
思
ひ
」「
異
様
な
も
の
」「
哀
れ
な

も
の
」
を
感
じ
取
っ
た
。
女
性
に
し
て
生
ま
れ
つ
き
の
母
性
と
感
性
が
働

い
た
描
写
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
真
杉
は
戦
争
を
経
た
広
州
の
町
並
み
や
、
占
領
下
の

人
々
の
生
活
・
精
神
状
態
を
記
し
た
。
比
較
の
た
め
、
同
じ
く
一
九
四
一

年
発
行
の
前
掲
書
『
広
東
瑣
談
』
に
も
触
れ
て
み
る
。『
広
東
瑣
談
』
は

著
者
村
山
し
げ
る
の
「
序
」
に
よ
れ
ば
、「
南
支
那
派
遣
軍
報
道
部
の
對

支
宣
傳
班
へ
（
略
）
従
軍
し
た
半
歳
の
間
に
、
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
廣

東
の
こ
と
を
（
略
）
南
支
に
活
躍
し
て
ゐ
ら
れ
る
兵
隊
た
ち
の
銃
後
の
家

族
の
方
々
へ
、
多
少
な
り
と
も
廣
東
が
紹
介
出
來
ま
す
れ
ば
」
と
い
う
目

的
で
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
内
容
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
真
杉
の
よ
う

な
「
荒
涼
と
し
た
眺
め
」「
累
々
た
る
廢
墟
」「
不
運
な
戦
争
の
子
供
」
と

い
っ
た
よ
う
な
表
現
が
見
当
た
ら
ず
、
乞
食
に
関
し
て
も
客
の
要
望
に
応

じ
て
曲
を
聞
か
せ
る
盲
目
の
芸
者
が
転
落
し
て
乞
食
に
な
っ
た
こ
と
し
か

記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
今
、
廣
東
の
屋
根
の
下
に
は
、
皇

軍
の
鐵
壁
の
守
り
に
よ
り
、市
民
は
安
居
樂
業
に
い
そ
し
ん
で
居
る
」（
同

書
一
一
頁
）
と
さ
え
書
か
れ
て
い
る
。
広
州
を
美
化
し
て
書
く
『
広
東
瑣

談
』
よ
り
、
真
杉
の
『
広
東
春
日
記
』
は
あ
り
の
ま
ま
の
広
州
の
様
子
を

日
本
内
地
の
人
々
に
伝
え
た
と
言
え
る
。

二
、
真
杉
静
枝
が
叙
述
し
た
広
州
日
本
人

　

戦
争
の
広
州
に
残
し
た
無
残
な
痕
を
目
の
当
た
り
に
し
て
度
「々
哀
れ
」

を
発
し
た
真
杉
だ
が
、
戦
争
の
全
容
と
真
相
を
つ
か
め
て
い
な
か
っ
た
。

「
累
々
た
る
廢
墟
の
つ
ら
な
り
」
を
見
て
、
真
杉
は
「
こ
れ
は
敵
の
焦
土

戰
術
の
や
つ
た
火
災
の
あ
と
で
す
よ
。
こ
の
へ
ん
は
、
ほ
と
ん
ど
、
日
本

軍
は
爆
撃
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
」（
四
三
頁
）
と
い
う
説
明
に
納
得
し
、「
壊

れ
な
が
ら
も
な
ほ
美
し
く
、
傷
つ
き
な
が
ら
も
な
ほ
、
鈍
感
に
執
着
づ
よ

く
、
生
命
の
息
吹
き
を
忘
れ
な
い
。
こ
ん
な
大
陸
の
風
土
的
な
性
格
を
、

こ
の
一
幅
の
景
色
が
私
達
に
説
明
し
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
」（
四
四
頁
）

と
書
き
、
一
種
の
ロ
マ
ン
さ
え
感
じ
た
。
乞
食
の
様
子
を
し
ば
し
ば
描
い

た
が
、
そ
れ
が
現
れ
た
根
本
的
な
原
因
に
つ
い
て
言
及
し
な
か
っ
た
。
そ

う
い
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
は
、
戦
争
に
対
す
る
認
識
不
足
が
真
杉
に
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
そ
れ
が
原
因
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
広
州
に
お

け
る
日
本
人
の
活
動
を
過
大
評
価
し
た
。

　

真
杉
は
広
州
の
隣
の
町
佛
山
に
陣
中
見
舞
い
に
行
っ
た
。「
そ
こ
の
作

戰
地
帯
で
見
受
け
た
兵
隊
さ
ん
達
の
生
活
に
は
、
日
頃
私
な
ど
が
想
像

し
て
ゐ
る
の
と
は
ち
が
つ
た
苦
難
な
面
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
意
味
の
大
き
な
感
動
と
な
っ
た
」

（
一
〇
四
頁
）
と
い
う
。
翁
英
作
戦
、
賓
陽
作
戦
の
血
生
臭
い
作
戦
実
態



129

を
知
っ
た
後
、
新
聞
記
事
の
戦
況
ニ
ュ
ー
ス
の
活
字
に
い
く
ら
か
感
動
を

見
失
っ
て
い
た
自
分
を
反
省
す
る
よ
う
な
文
字
を
綴
っ
た
。
ま
た
、
内
地

の
物
資
不
足
を
気
に
か
け
て
、
慰
問
袋
よ
り
内
地
の
様
子
を
伝
え
る
手
紙

の
ほ
う
が
あ
り
が
た
い
と
い
う
兵
隊
た
ち
の
話
を
聞
く
と
、
真
杉
は
「
は

じ
め
て
じ
つ
く
り
と
心
を
嚙
む
や
う
な
切
な
さ
で
」、「
心
に
座
っ
た
。」

（
六
六
頁
）
真
杉
は
兵
士
た
ち
を
通
し
て
戦
争
の
実
態
と
戦
争
に
身
を
投

じ
た
人
た
ち
の
高
い
覚
悟
を
知
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
女
性
の
立
場

か
ら
戦
争
に
お
け
る
女
性
の
思
い
を
思
い
や
っ
た
。「
私
の
心
に
は
、
こ

ん
な
土
地
に
良
人
を
置
い
て
別
れ
て
歸
る
妻
の
心
や
父
を
こ
こ
に
置
い
て

立
ち
去
る
娘
の
心
、
こ
こ
で
息
子
に
別
れ
て
歸
る
母
の
心
な
ど
を
ひ
と
つ

に
し
た
、
あ
ら
ゆ
る
女
性
の
感
情
が
沸
き
上
が
つ
て
、
涙
が
出
て
な
ら
な

か
つ
た
」（
一
一
五

−

一
一
六
頁
）
と
い
う
。
同
じ
よ
う
な
文
字
が
「
私

の
慰
問
文
」
に
も
綴
ら
れ
た
。

　

女
性
が
故
に
、
女
性
の
気
持
ち
を
思
い
や
る
。
女
性
が
故
に
、
女
性
の

生
き
よ
う
に
目
を
向
け
る
。「
国
際
結
婚
」
で
は
広
州
で
中
国
人
と
国
際

結
婚
を
し
た
日
本
人
女
性
が
、
時
局
に
影
響
さ
れ
て
転
々
と
亡
命
す
る
話

を
、「
船
室
に
て
」
で
は
子
持
ち
で
、
最
初
は
東
京
で
ダ
ン
サ
ー
を
し
て

い
た
が
、
ホ
ー
ル
が
閉
っ
た
た
め
、
広
東
に
渡
り
タ
イ
ピ
ス
ト
を
し
た
女

性
の
身
の
上
話
を
書
い
た
よ
う
に
、
真
杉
は
広
州
の
日
本
女
性
の
姿
を

追
っ
て
い
た
。
た
だ
、「
日
語
講
習
」に
通
っ
て
い
る「
若
々
し
い
、美
し
い
」

娘
さ
ん
達
を
代
表
と
す
る
中
国
の
婦
人
達
が
「
實
に
楚
々
と
し
て
、
復
興

的
で
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
」（
九
四
頁
）
と
感
じ
た
の
に
反
し
、
日
本
人

女
性
を
「
戦
争
の
被
害
者
」
と
し
て
見
て
い
る
。
鮮
明
な
対
照
を
な
し
た

捉
え
方
で
あ
る
。

　

と
に
か
く
外
地
で
過
ご
し
て
い
る
兵
士
と
日
本
女
性
と
接
し
て
、「
す

つ
か
り
國
へ
か
へ
つ
て
か
ら
の
仕
事
の
居
住
居
を
つ
く
り
な
ほ
す
こ
と
が

で
き
た
よ
う
な
氣
が
す
る
」（
一
一
七
頁
）
と
言
い
、
真
杉
は
一
日
本
人

と
し
て
の
自
覚
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
内
省
と
自

覚
は
、
広
州
を
復
興
さ
せ
る
切
迫
さ
と
必
然
性
を
意
識
さ
せ
た
。
宣
撫
工

作
が
困
難
を
極
め
る
と
聞
い
た
が
、「
町
に
は
青
年
や
處
女
達
の
、
若
い

親
日
的
な
雰
囲
氣
が
随
分
み
う
け
ら
れ
る
」。「
日
本
人
の
「
す
し
屋
」「
う

ど
ん
屋
」
な
ど
と
い
ふ
看
板
が
、
場
は
づ
れ
な
感
じ
で
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る

街
が
眼
に
つ
く
が
、
そ
の
附
近
に
は
、
臺
灣
の
總
督
府
か
ら
の
派
遣
で
設

立
さ
れ
て
ゐ
る「
共
榮
會
」の「
親
華
劇
院
」と
い
ふ
映
畫
館
も
田
中
絹
代
、

長
谷
川
一
夫
な
ど
の
繪
看
板
を
か
か
げ
て
ゐ
る
。」「
レ
コ
ー
ド
の
李
香
蘭

や
日
本
人
歌
手
の
き
れ
い
な
唄
聲
が
流
れ
出
て
ゐ
る
」（
七
三
頁
）
と
あ

る
よ
う
に
、
真
杉
は
こ
れ
ら
を
一
種
の
成
果
と
根
拠
と
し
、「
も
う
ぢ
き
、

皇
軍
協
力
の
も
と
に
、
こ
の
町
の
治
安
が
完
全
に
回
復
す
る
こ
と
で
あ
ら

う
し
、
こ
の
不
運
な
戰
爭
の
子
供
の
心
に
も
、
新
し
い
秩
序
へ
の
國
家
的

な
胎
動
が
充
分
に
し
み
こ
む
こ
と
で
あ
ら
う
」（
九
一
頁
）、「
乞
食
の
群
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も
姿
を
ひ
そ
め
て
し
ま
ふ
や
う
な
手
だ
て
が
見
つ
け
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ

ら
う
」（
九
三
頁
）
と
書
い
た
。

　

前
節
を
踏
ま
え
て
考
慮
す
れ
ば
、
真
杉
は
、
戦
争
が
も
た
ら
し
て
き
た

「
廃
墟
」「
乞
食
」「
不
運
の
子
ど
も
」
に
同
情
的
な
眼
差
し
を
注
ぐ
一
方
、

日
本
兵
士
や
日
本
女
性
の
生
き
よ
う
に
感
動
し
、
復
興
の
未
来
を
信
じ
、

一
日
本
人
女
性
と
し
て
の
覚
悟
を
強
め
た
よ
う
で
あ
る
。

三
、「
烏
秋
」
か
ら
見
る
広
州
叙
述
の
裏

「
烏
秋
」
は
「
東
京
を
發
つ
て
、
臺
灣
、
南
支
へ
と
、
五
十
日
の
繪
を

書
く
為
め
の
寫
生
旅
行
」
を
す
る
女
主
人
公
の
桐
野
八
重
が
、
東
京
に
戻

る
前
に
「
南
支
」
か
ら
台
湾
南
部
に
立
ち
寄
っ
て
両
親
と
妹
一
家
を
訪
ね

る
様
子
を
描
い
て
い
る
。
台
湾
で
の
日
本
人
の
生
活
が
中
心
的
に
描
か
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
真
杉
の
広
州
訪
問
後
の
心
境
も
点
描
さ
れ

て
い
る
。
小
説
の
は
じ
め
に
、
台
北
に
着
い
た
ば
か
り
の
八
重
が
、
崇
敬

玉
と
い
う
人
に
贈
る
た
め
に
、
人
力
車
に
乗
っ
て
町
中
で
ゴ
ッ
ホ
の
画
集

を
探
す
。
そ
の
時
の
八
重
が
星
の
鮮
や
か
な
空
に
心
を
吸
わ
れ
、「
そ
の

夜
の
空
は
、
妙
に
彼
女
の
心
に
向
つ
て
、
雄
辯
で
あ
つ
た
。
空
の
彼
方
に
、

い
ま
ひ
と
つ
、
彼
女
が
見
て
來
た
ば
か
り
の
、
別
な
世
界
が
あ
る
。」（
四

−
五
頁
）
こ
の
「
別
な
世
界
」
は
、
い
わ
ゆ
る
「
南
支
」、
真
杉
の
見
た

広
東
で
あ
ろ
う
。「
そ
の
世
界
の
に
ほ
ひ
が
、
ま
だ
空
に
べ
つ
た
り
と
塗

り
つ
い
て
ゐ
る
や
う
な
感
動
を
も
つ
て
、
彼
女
の
體
を
し
め
つ
け
て
來
て

い
る
。
彼
女
は
、
焼
き
つ
け
ら
れ
た
や
う
な
、
く
す
ん
だ
切
な
い
思
ひ
で
、

こ
の
切
な
さ
を
切
り
ぬ
け
る
」（
五
頁
）
た
め
に
、
崇
敬
玉
に
急
い
で
画

集
を
送
り
た
か
っ
た
。「
さ
う
す
る
こ
と
で
、
い
く
ら
か
、
ほ
つ
と
出
來

る
や
う
な
氣
が
し
た
」（
五
頁
）
か
ら
で
あ
る
。
崇
敬
玉
は
、「
日
本
人
の

母
と
支
那
人
の
父
と
を
も
つ
て
生
ま
れ
た
若
い
婦
人
」
で
、「
敗
戰
の
後

の
荒
涼
た
る
町
の
民
心
の
間
を
、
支
那
語
で
日
本
軍
に
協
力
し
な
が
ら
宣

撫
し
て
歩
い
て
ゐ
る
」（
一
〇
頁
）
が
、
夫
が
戦
争
で
行
方
不
明
に
な
り
、

二
人
の
こ
ど
も
の
う
ち
、
一
人
が
戦
火
で
な
く
な
っ
た
と
造
形
さ
れ
て
い

る
。
前
節
で
見
て
来
た
よ
う
に
、
真
杉
は
広
州
滞
在
中
、
過
酷
な
現
実
に

打
ち
た
た
か
れ
て
「
哀
れ
」
と
思
い
な
が
ら
、
在
広
州
日
本
人
の
高
い
覚

悟
に
刺
激
さ
れ
て
自
責
の
念
を
禁
じ
な
か
っ
た
。
画
集
を
探
し
て
贈
る
と

い
う
八
重
の
行
動
は
、
ま
さ
に
真
杉
の
自
責
か
ら
生
ま
れ
た
設
定
と
言
え

る
。第

二
節
で
は
、
八
重
が
母
に
会
う
。「
ど
う
だ
っ
た
？
―
―
現
地
は
、

大
へ
ん
だ
っ
た
で
せ
う
ね
」
と
聞
か
れ
る
が
、
八
重
は
「
大
變
は
大
變
で

も
、
し
つ
か
り
し
さ
へ
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
誰
で
も
が
…
…
」
と
、「
気

取
つ
た
よ
う
な
、
怒
つ
た
口
の
利
き
方
を
し
た
。」（
一
五

−

一
六
頁
）
八

重
の
怒
り
に
は
「
現
地
」
の
現
状
に
対
す
る
苛
立
ち
と
不
満
が
見
え
隠
れ
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し
て
い
る
。
こ
れ
も
、
真
杉
が
予
期
せ
ぬ
嚴
し
い
現
実
に
接
し
た
あ
と
の

心
境
の
表
し
で
あ
ろ
う
。

第
三
節
で
は
、
八
重
は
妹
の
働
く
学
校
へ
行
く
。
そ
こ
で
、
妹
の
同
僚

の
豊
田
先
生
に
、
も
う
す
ぐ
海
南
島
の
警
備
隊
に
入
る
主
人
豊
田
公
吉
に

海
南
島
の
お
話
を
し
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
頼
ま
れ
て
、
公
吉
と
会
う
こ

と
に
な
る
。「
廣
東
は
懐
か
し
い
と
こ
ろ
」
と
言
う
公
吉
は
明
ら
か
に
広

東
で
滞
在
し
た
こ
と
が
あ
る
。
公
吉
に
会
い
、「
八
重
は
、
見
て
來
た
ば

か
り
の
現
地
的
雰
圍
氣
を
、
よ
く
人
に
傳
へ
や
う
と
し
な
が
ら
、
い
つ
も

言
葉
に
詰
ま
る
の
で
あ
つ
た
。
言
葉
は
ど
の
言
葉
も
、
八
重
の
心
に
あ
る

感
動
を
ぴ
た
り
と
云
ひ
あ
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
け
れ
ど
、
い
ま
、
眼

の
前
の
豊
田
さ
ん
の
姿
は
、
何
も
言
葉
を
出
さ
な
く
と
も
、
八
重
と
百
時

間
も
話
し
あ
つ
た
ほ
ど
通
じ
る
も
の
を
も
つ
て
ゐ
た
。」（
二
七
頁
）
公
吉

と
共
鳴
で
き
た
八
重
は
満
ち
た
り
て
、豊
田
さ
ん
の
家
を
辞
す
る
。「
現
地
」

を
経
験
・
目
撃
し
た
こ
と
が
な
い
人
に
心
緒
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
八
重
の
苦
悶
は
、
公
吉
の
出
現
で
よ
う
や
く
解
か
れ
た
の
で
あ
る
。
八

重
の
苦
悶
は
す
な
わ
ち
真
杉
の
苦
悶
で
あ
り
、「
澤
山
な
、
切
な
い
ほ
ど

な
感

の
あ
ふ
れ
る
廣
東
滞
在
」
に
起
源
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
節
か
ら
な
る
「
烏
秋
」
は
、
各
節
に
お
い
て
真
杉
の
広

州
訪
問
後
の
心
境
を
、八
重
を
通
し
て
描
出
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

真
杉
は
台
湾
を
舞
台
と
し
て
「
烏
秋
」
を
書
い
た
が
、
広
州
も
常
に
意
識

し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
小
説
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
「
烏
秋
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
よ
う
。
烏
秋
は
第
二
節
か
ら
出
て
く
る
。
八
重
が
乗
っ
て
い
る
台
湾

南
部
に
向
か
う
列
車
の
中
の
あ
る
乗
客
が
烏
秋
に
気
づ
き
、
こ
う
言
う
。

「
烏
秋
、
あ
れ
は
烈
し
い
鳥
だ
。
日
本
で
は
臺
灣
に
し
か
ゐ
な
い
。
何
し

ろ
、
空
で
飛
び
な
が
ら
、
鷹
に
挑
び
つ
く
ん
だ
か
ら
ね
。
あ
の
小
さ
い
體

で
…
…
」「
鷹
に
と
び
つ
い
た
か
ら
に
は
、
そ
の
鷹
が
口
に
く
は
へ
て
ゐ

る
獲
も
の
を
は
な
す
ま
で
は
、
挑
び
か
か
つ
て
い
つ
て
、
は
な
れ
な
い
ん

だ
と
い
ふ
か
ら
ね
…
…
」
そ
し
て
も
う
一
人
が
言
う
。「
地
圖
で
み
て
も

解
り
ま
す
や
う
に
、
日
本
は
こ
ん
な
に
小
さ
い
国
で
ゐ
て
、
相
手
の
支
那

大
陸
は
、こ
ん
な
に
国
体
が
大
き
い
ん
で
す
が
ね
…
…
」（
一
二

−

一
三
頁
）

ま
た
、
小
説
の
後
半
で
妹
照
枝
の
家
族
生
活
が
書
か
れ
る
が
、
未
亡
人
の

照
枝
が
長
男
と
喧
嘩
し
て
和
解
し
た
後
、「
烏
秋
に
似
て
猛
け
か
れ
と
母

ご
こ
ろ
」（
三
七
頁
）
と
い
う
俳
句
を
作
る
。
小
説
の
終
わ
り
に
、
照
枝

は
八
重
に
自
分
の
台
湾
生
活
を
語
り
、「
秋
に
な
る
と
、
烏
秋
の
姿
を
み

て
、
さ
あ
、
や
つ
ぱ
り
、
し
つ
か
り
と
や
つ
て
ゆ
く
の
だ
ぞ
！
つ
て
、
自

分
の
心
に
も
叩
き
込
む
や
う
に
云
ひ
き
か
せ
ま
す
わ
」（
四
〇
頁
）と
嘆
く
。

烏
秋
が
登
場
す
る
こ
れ
ら
の
印
象
的
な
シ
ー
ン
が
、
烏
秋
の
象
徴
す
る
意

味
を
考
察
す
る
上
で
の
重
要
な
依
拠
で
あ
る
。
呉
佩
珍
は
前
半
で
は
烏
秋

が
地
政
学
上
の
仲
介
者
と
し
て
の
台
湾
や
、
欧
米
諸
国
や
中
国
と
対
戦
す

る
日
本
を
、
後
半
で
は
台
湾
に
自
負
す
る
日
本
移
住
民
を
象
徴
す
る
と
い



132

う
見
地
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。
李
文
茹
は
戦
争
期
の
日
本
内
地
の
母
親
た
ち
を

象
徴
す
る
と
考
え
る（

（1
（

。
そ
れ
ら
の
主
張
は
そ
れ
な
り
の
筋
が
通
っ
て
い
る

が
、
広
州
を
考
慮
に
入
れ
な
か
っ
た
考
え
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
第

二
節
に
お
い
て
、
八
重
は
母
の
質
問
へ
の
返
答
に
戸
惑
い
、
怒
り
さ
え
見

せ
た
。
そ
の
続
き
に
、「
そ
の
時
、
烏
秋
が
、
さ
つ
と
宇
宙
に
黒
い
線
で

刷
き
た
て
る
や
う
な
速
さ
で
飛
ん
で
ゐ
た
」（
一
六
頁
）
と
あ
る
。
目
の

前
を
飛
び
す
ぎ
た
の
は
烏
秋
だ
が
、八
重
の
脳
裏
を
掠
れ
た
の
は
「
南
支
」

で
あ
り
、
そ
こ
で
知
り
合
っ
た
崇
敬
玉
ら
の
面
影
で
あ
ろ
う
。
言
い
換
え

れ
ば
、
真
杉
は
こ
こ
で
烏
秋
と
広
州
、
広
州
の
人
々
と
を
結
び
つ
け
た
。

前
述
し
た
「
烏
秋
」
で
現
れ
た
広
州
訪
問
後
の
真
杉
の
心
境
を
考
え
合
わ

せ
る
と
、
烏
秋
が
広
州
の
人
々
、
な
い
し
戦
争
に
苦
し
ん
で
い
る
す
べ
て

の
人
々
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
小
説
最
後
の
「
し
つ
か
り

と
や
つ
て
ゆ
く
の
だ
ぞ
」
は
、
こ
う
い
っ
た
人
た
ち
へ
の
期
待
で
あ
る
。

ま
と
め
て
み
れ
ば
、
真
杉
は
「
烏
秋
」
で
広
州
訪
問
後
の
痛
切
感
、
慚

愧
感
、
苦
悶
ま
た
動
揺
と
い
っ
た
多
種
多
様
な
思
い
を
あ
ら
わ
し
た
。
紀

行
文
で
表
出
し
な
か
っ
た
苦
悶
と
動
揺
は
、「
一
種
か
は
っ
た
、
現
地
的

な
緊
張
の
み
な
ぎ
り
渡
つ
た
」（
四
三
頁
）広
州
か
ら「
静
か
な
平
和
」（
四
二

頁
）
な
台
湾
に
、
人
力
車
が
よ
り
座
り
心
地
が
良
い
、
言
葉
が
通
じ
る
、

東
京
に
酷
似
す
る
台
北
に
引
き
上
げ
て
は
じ
め
て
現
れ
出
た
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、「
烏
秋
」
は
『
広
東
春
日
記
』
シ
リ
ー
ズ
の
一
篇
で
な
け

れ
ば
、真
杉
の
広
州
叙
述
は
完
全
た
る
も
の
と
言
い
難
い
。「
烏
秋
」を『
広

東
春
日
記
』
の
初
篇
に
配
置
し
た
の
は
、
国
民
総
動
員
と
い
う
喧
伝
と
統

制
の
下
に
お
け
る
真
杉
の
一
種
の
態
度
表
明
で
あ
る
と
言
え
る
。「
信
念
」

の
動
揺
が
許
さ
れ
な
い
言
論
環
境
で
あ
っ
た
た
め
、
か
す
か
に
真
の
思
い

を
小
説
に
託
す
し
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
実
は
、
こ
の
種
の
苦
悶
と
動
揺

は
、
真
杉
の
そ
の
後
の
創
作
に
も
見
ら
れ
る
。
一
九
四
二
年
、
真
杉
は
新

潮
社
特
派
員
と
し
て
窪
川
稲
子
と
同
行
し
て
前
線
の
宜
昌
に
入
っ
て
取
材

し
、「
花
を
乗
せ
て
」「
母
と
妻
」「
帰
休
三
日
間
」「
絶
対
面
に
立
つ
人
達
」「
死

を
恐
れ
ぬ
姿
勢
」
な
ど
の
小
説
と
随
筆
を
書
き
、
生
命
へ
の
未
練
と
死
亡

へ
の
恐
怖
を
表
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
感
傷
的
な
も
の
が
満
ち
溢
れ
、

冷
徹
し
た
窪
川
稲
子
の
筆
致
と
鮮
明
な
対
比
を
な
し
、
非
典
型
的
な
「
国

策
文
学
」と
見
な
さ
れ
る（

（1
（

。
真
杉
に
動
揺
が
生
じ
た
時
点
を
追
求
す
れ
ば
、

衝
撃
的
だ
っ
た
広
州
訪
問
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

一
九
四
〇
年
の
広
州
滞
在
は
、
真
杉
静
枝
の
初
め
て
の
中
国
訪
問
で
あ

れ
ば
、
初
め
て
近
距
離
で
戦
役
を
経
た
直
後
の
都
市
を
観
察
す
る
旅
行
で

も
あ
る
。『
広
東
春
日
記
』
で
見
ら
れ
る
真
杉
の
広
州
記
録
は
、
感
慨
・

感
動
が
あ
ふ
れ
、
女
性
の
繊
細
な
感
受
性
を
漂
わ
せ
て
お
り
、
煽
情
性
が
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あ
る
。
真
杉
が
あ
り
の
ま
ま
の
広
州
の
街
並
み
と
中
国
人
の
生
活
様
相
を

記
録
し
、
一
途
に
日
本
占
領
地
区
を
美
化
す
る
同
時
期
の
出
版
物
と
一
線

を
画
す
。
歴
史
を
記
録
す
る
文
学
資
料
と
し
て
価
値
が
あ
る
。
真
杉
が
、

戦
争
が
も
た
ら
し
て
き
た
広
州
の
廃
墟
、
乞
食
、
不
運
な
子
ど
も
を
目
に

し
て
「
哀
れ
」
だ
と
思
い
な
が
ら
も
戦
争
の
実
質
を
認
識
で
き
な
か
っ
た

こ
と
、
駐
在
す
る
日
本
兵
士
と
、
居
留
す
る
日
本
人
女
性
の
生
き
よ
う
に

触
れ
て
一
日
本
人
女
性
と
し
て
の
自
覚
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
こ
と
が
紀
行

文
か
ら
容
易
に
読
み
取
れ
る
。
他
方
、「
烏
秋
」
か
ら
は
国
家
権
力
に
植

え
つ
け
ら
れ
た
信
念
と
、
目
の
前
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
真
実
と
の
間
に
真

杉
が
動
揺
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
で
、『
広
東
春
日
記
』
の
紀

行
文
と
小
説
は
、
そ
れ
ぞ
れ
真
杉
の
広
州
叙
述
の
表
（
言
え
た
こ
と
）
と

裏
（
言
え
な
か
っ
た
）
を
成
し
た
と
言
え
る
。「
台
湾
物
」
の
「
烏
秋
」

が
『
台
湾
の
土
地
』
部
で
は
な
く
『
広
東
春
日
記
』
部
に
組
ま
れ
た
の
も

理
解
さ
れ
る
。

　

戦
後
、
広
州
は
目
覚
ま
し
い
発
展
を
成
し
遂
げ
、
今
や
中
国
三
番
目
の

大
都
市
と
し
て
、さ
ら
に
国
家
戦
略
と
し
て
新
し
く
打
ち
出
さ
れ
た
廣
東
・

香
港
・
マ
カ
オ
ビ
ッ
グ
エ
リ
ア
の
中
心
都
市
と
し
て
、
華
南
地
区
の
発
展

を
牽
引
し
、
今
後
の
さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
真
杉
静

枝
が
捉
え
た
一
九
四
〇
年
冬
か
ら
翌
年
春
に
か
け
て
の
広
州
は
、
広
州
史

の
一
瞬
に
過
ぎ
な
い
が
、
こ
の
瞬
間
か
ら
垣
間
見
ら
れ
た
お
よ
そ
七
年
間

の
長
き
に
わ
た
る
日
本
占
領
期
の
歴
史
が
か
つ
て
多
く
の
中
国
人
、
日
本

人
に
共
有
さ
れ
て
い
た
以
上
、そ
し
て
過
去
と
し
て
現
在
を
支
え
て
お
り
、

忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

注
記
：
本
論
で
用
い
た
中
国
語
文
献
は
す
べ
て
繁
体
字
で
表
記
し
た
。 

〔
注
〕

（
1
）　

広
州
時
代
の
草
野
心
平
に
つ
い
て
、
裴
亮
『
中
国
「
嶺
南
」
現
代

文
学
の
新
地
平 

― 

文
学
研
究
会
広
州
分
会
お
よ
び
留
学
生
草
野
心
平

を
中
心
に
』（
花
書
院
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）　

増
田
周
子
「
火
野
葦
平　

広
東
作
戦
「
従
軍
手
帳
」
翻
刻
―
―
陸

軍
報
道
班
員
の
記
し
た
日
中
戦
争
」（『
戦
争
と
文
学　

ス
ペ
シ
ャ
ル
』

集
英
社
、
二
〇
一
五
年
七
月
）。

（
3
）　

呉
佩
珍
『
真
杉
靜
枝
與
殖
民
地
臺
灣
』、
聯
經
出
版
事
業
股
份
有

限
公
司
、
二
〇
一
三
年
、
九
七
頁
。

（
4
）　

毛
鵝
「
歡
迎
日
本
文
藝
視
察
團
座
談
會
」、『
新
亜
』
第
四
卷
第
二

期
、
一
九
四
一
年
二
月
一
日
、
五
〇
頁
。

（
5
）　

程
浩
編
著
『
廣
州
港
史 

近
代
部
分
』、
海
洋
出
版
社
、
一
九
八
五

年
、
一

−

六
頁
。

（
6
）　

平
野
健
編
『
廣
東
之
現
狀
』、
南
支
日
報
社
、
一
九
四
四
年
、
一
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−

二
頁
。

（
7
）　

張
傳
宇
「
抗
日
戰
爭
前
的
廣
州
日
本
人
群
體
―
―
以
人
口
及
職
業

問
題
為
中
心
」、『
中
山
大
學
學
報
』
二
〇
一
二
年
第
五
期
、
一
一
九

−

一
二
一
頁
。

（
8
）　

同
上
、
一
二
二
頁
。

（
9
）　

臺
灣
総
督
府
外
事
部
編
『
南
支
那
綜
覧
』、
南
方
資
料
館
、
一
九
四

　

三
年
、
八
六
六
頁
。

（
10
）　

張
傳
宇
「
淪
陷
時
期
廣
州
日
本
居
留
民
研
究
」、『
抗
日
戰
爭
研
究
』

二
〇
一
四
年
第
二
期
、
八
二
頁
。

（
11
）　

前
掲
平
野
健
編
『
廣
東
之
現
狀
』、
九
頁
。

（
12
）　

同
上
、
四
八
頁
。

（
13
）　

前
掲
毛
鵝
「
歡
迎
日
本
文
藝
視
察
團
座
談
會
」、
五
〇

−

五
二
頁
。

（
14
）　

本
論
で
用
い
る
テ
キ
ス
ト
は
、全
部
真
杉
静
枝
『
南
方
紀
行
』（
ゆ

ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
で
あ
る
。
引
用
が
多
い
た
め
頁
数
の
み
を

記
す
。

（
15
）　

陳
建
華
編
『
廣
州
抗
戰
史
跡
圖
文
集
』、
廣
州
出
版
社
、
二
〇
〇

　

六
年
、
四
四
頁
。

（
16
）　

呉
佩
珍
『
真
杉
靜
枝
與
殖
民
地
臺
灣
』、
聯
經
出
版
事
業
股
份
有

限
公
司
、
二
〇
一
三
年
。

（
17
）　

李
文
茹「
殖
民
地·

戰
爭·

女
性
：
探
討
戰
時
真
杉
靜
枝
臺
灣
作
品
」、

『
臺
灣
文
學
學
報
』
二
〇
〇
八
年
第
一
二
期
。

（
18
）　

前
掲
吳
佩
珍『
真
杉
靜
枝
與
殖
民
地
臺
灣
』、一
〇
一

−

一
〇
二
頁
。

（
す
う　

そ
う
そ
う
／
（
中
国
）
中
山
大
学
外
国
語
学
院
）




